






緒言 

特発性乳児ビタミンK欠乏性出血症の病因の究明が急がれている。現在，ビタミン K欠乏

が惹起される原因として,①ビタミン K摂取量の不足,②腸内細菌によるビタミン K産生の

低下,③肝障害あるいは肝の未熟性による vitamin K d-ependent carboxylase の活性低下

などが考えられている。また,新生児早期にみられる一次性出血症(新生児一次性出血症)

の場合も同様な原因が推測されているが,これまでビタミン K を特異的かつ高感度に測定

する方法が開発されていなかったため,これら欠乏症におけるビタミン K の動態は不明の

ままである。我々は,high performance liquid chromatography(以下 HPLC)と fluorometry

を組み合わせた阿部らの方法に改良を加え,従来の方法より高い感度でビタミン K を測定

する方法を確立し,健康新生児,成人ならびにビタミン K欠乏症患者の血清と糞便中ビタミ

ン Kを測定したので報告する。 


